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県議会農林水産委員会が「みやこ型住宅」を調査 
－宮古･下閉伊モノづくりネットワーク林産部会と意見交換－ 

 
去る ９ 月 11 日 岩 手 県 議 会 農

林 水 産 委 員 会の メ ン バ ー が 、

地 域 材を ふ ん だ ん に 利用 し た

「み や こ 型 住 宅 」の 調査 の た

め、 当 管 内 を訪 れ ま し た 。  

当 日 は 、 宮 古 市 内 の 「 み や

こ型 住 宅 」（ 平 成 18 年 建 築 ）

を現 地 調 査 した 後、 当 住 宅 を

推進 する 「 宮古 ・下 閉 伊 モ ノ

づ く り ネ ッ ト ワ ー ク 林 産 部

会」（ 甲 斐 谷 部 会 長ほ か）や 宮

古 市 林 業 課 （野 内 課 長） な ど

が出 席し 、 合 庁 会 議 室に て 委

員と の意 見 交 換 が行 わ れ た 。  

 

「 み や こ 型 」 住 宅 は 、 地 域

材を 8 割 以 上、か つ 10m3 以 上

使用 す る な ど の 認 定 基 準 が あ

り、平 成 16 年度 か ら こ れ ま で

に 27 棟 認 定 さ れ て い ま す。  

意 見 交 換 会 で は 、 宮 古 市 か

ら、 地 域 材 を利 用し た住 宅 へ

の補 助 制 度（ 1 棟 当 たり 30 万

円） の紹 介 が あ り、 住 宅 建 築

は地 域へ の 波 及 効 果 が大 き く、

林 業 振 興 の み な ら ず 、関 連 産

業 全 体の 振 興が 目的 との 説 明

が あ り ま し た。  

また 、  

①地 域 材 の ス ト ッ ク が難 し い  

②住 宅へ の 補 助 制 度 は「 年 度

内 完 成」 が ネ ッ ク   

③木 材を 「 現し 」と す る 際 、

「割 れ」 へ の理 解が 必要  

④こ の ま ま で は 職人 が不 在 に  

⑤今 後「 ア カ マ ツを ふ ん だ ん

に使 った 住 宅」 を推 進  

⑥大 手 ﾌﾟ ﾚﾊﾌ ﾞﾒ ｰ ｶ ｰの 住宅 は 地

域 材 利 用 に 繋が ら な い  

⑦地 域 材 利 用 住 宅へ の補 助 制

度の 復活 を 県に 要望  

など 、意 見 交 換 が活 発に 行

われ、予 定 時 間 を 15 分オ ー バ

ーし 終了 し ま し た。  


